
■下田での思い出

　自然が豊かで、子供の頃には自転車で

海に山へ遊びに行き、きれいな海で魚釣

りをしたり、潜ったり、山でかくれんぼ

もしました。

　外に出るまでは、下田がどれだけ大自

然に恵まれているかあまり感じませんで

したが、 改めて戻ってくることで、この下

田という素晴らしい環境に育ててもらっ

たことに感謝しています。

■サーフィンの魅力

　海でサーフィンをすることは、職業で

もありますが、今となっては自分の大好

きな趣味として、上手に両立しています。

　波を待っているときには、深呼吸をす

るだけでリフレッシュになるし、波に

乗っているときには、自分の体の動くま

ま自由に自分を表現できるところです。

　海は自分にとってごく自然でいられる

場所であるし、全てを教えてくれる場所

でもあります。

　今のような時代だからこそ、サーフィ

ンに限らず自然の中に身を置く、そのよ

うな時間が大切で豊かな気がします。

■東京五輪に向けての抱負

 　自分の経験を活かして日本チームの

キャプテンやコーチとして若い選手のメ

ンタルサポートができたらと思います。

T A K A S H I  T S U C H I Y A M A S A T O S H I  O H N O

‒ 7 ‒ 広報しもだ　2019. 11月号 ‒ 6 ‒広報しもだ　2019. 11月号

大
野
修
聖
さ
ん

1
9
8
1
年
生
ま
れ
。
ホ
ー
ム
ブ
レ
イ
ク

は
伊
豆
下
田
、
多
々
戸
浜
。

Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ａ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
３
回

獲
得
。

2
0
1
3
年
、
国
内
外
ツ
ア
ー
含
め
７
戦

連
勝
。

2
0
1
5
年
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
追
加
種
目
検
討
会
議
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、
世
界
唯
一
の
プ
ロ

サ
ー
フ
ァ
ー
と
し
て
、
サ
ー
フ
ィ
ン
使
節

団
の
キ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
の
ほ
か
波
乗
り

J
A
P
A
N
の
キ
ャ
プ
テ
ン
も
務
め
る
。

土
屋
宝
士
さ
ん

1
9
8
7
年
生
ま
れ
。

ホ
ー
ム
ビ
ー
チ
は
川
崎
マ
リ
エ
ン
。

2
0
1
4
年
、
国
内
ツ
ア
ー
初
優
勝
、
プ

ロ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選
手
と
し
て
活
動
を
始

め
る
。

2
0
1
6
年
、
国
体
優
勝

2
0
1
9
年
、
日
本
代
表
強
化
指
定
選
手

■下田での思い出
　やはり海ですね。学校から帰って海、
休みの日は朝から海という感じの幼少期
を過ごしました。小学生から中学生にか
けて、夏休みはジュニアライフセービン
グもやっていました。白浜で開催された
国体でビーチバレーの補助役をしたこと
もいい思い出ですね。あのとき選手だっ
た人で今もやっている人がいますから。
ビーチバレーをやるきっかけになったの
は、あのときかもしれませんね。
　いつも周りの環境には恵まれていたと
思います。
　下田の友達と海は僕の誇りです。
■ビーチバレーの魅力
　僕は究極のチームスポーツだと思って
います。２人だけでボールを繋ぎ、相手
に返すスポーツはビーチバレーだけです。
試合中はコーチやスタッフからのアドバ
イスも禁止されますが、その中で勝利を
目指します。プレーから垣間見える信頼
感や集中力は鳥肌ものです。
　また日差しや風、砂質などが大きく影
響しますので、環境に合わせた頭脳プ
レーも見所です。
■東京五輪に向けての抱負
　５月23、24日に東京五輪出場権をかけ
て、日本で最終決定戦を行います。ワー
ルドツアーポイントの上位６チームがそ
の最終予選に出られるので、今はそこに
出場する権利を取るためにワールドツ
アーを転戦しています。
　自分がオリンピックを目指すことにな
ると思ってもいなかったですが、今の立
場にさせてくれたビーチバレーとパート
ナー、関わりのあるすべての人に感謝し
て全力で挑戦していきます。


